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あ
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あ
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。
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lê
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懈
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运
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五
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ャ
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放
耕
作
の
狩
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れ
る
地
方
で
は

1

〇
'デ
シ

ャ
ァ

チ

V

を
要
す
る

i

い
 

ふ
の
に
'、農

民

が

五

デ

シ
ャ

ァ

チ

ン
以

.上

.' を
與
へ
ら
れ
た

'
の
は
、歐
兩
五

6

縣
中

僅
.

に
十
八
縣
：で
，
 

十
五
縣
に

'
.於
て
は

"四
乃

.至
五
、十
二
縣

y

於
て

.

ば 

一

|
|

B
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四
•四
縣
に
於

て
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一
二
デ
シ
ャ
ァ
チ
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以
下
を
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に
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^
か
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.
i
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. 

A
u
H

VO
2
I 

00
• 

I
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o
穀
粉
の
標
準
消
費
量
は

I

人
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〇
•

フ
夕
ド
で
ぁ
る
の
に
、農
民
；の
生
產
最
は
そ
れ
ょ
り 

も
三

•七
ブ
ゥ
ド
即
ち
一
割
七
涉
丈
け
少
な
か
っ
た
。
然
る
に
其
後
人
口
は
毎
年
約

一
入

^

の
 

比

_

を
以
て
增
加
し
た
が
、都
市
に
於
け
る
エ
業
は
久
し
ぐ
發
達
し
な
が
つ
た
か
ら
、增
加
人
ロ 

©

大
部
分
は
、土
地
を
耕
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

9

當
然
の

.結
果
ど
し
て
、農
民

|

人

當

り

土

'地

而
 

積
は
益
々
減
少
し
た
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r
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o
p
o
v
i
t
c
h

に
據
れ
ば
、自
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年
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デ 

ク
ャ
ア
チ
ン
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こ
れ
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所
有
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一
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總
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萬
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チ
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ゼ

そ

こ

.
で

農

民

は

割

當

て

ら
れ
た
土
地
の
耕
作
の

み
を
以
て
し

‘

て
は

生 

涪
を
維
持
す

る

に
足

ら

ぬ
か
ら
、

M

に
勞
働
者
又
は

小
作
A

士
し
て

地
由
の

土
地

を

耕
す
こ

ミ

I内

：

|

.

.を
佘
義
な
く
さ
れ
た
。
而
し
て
此
場
合
の
小
作
料
を
勞
働
を
以
て
支
拂
ふ
こ
ど
が
行
は
れ
た 

か
ら
、名
義
上
農
奴
の
解
放
は
行
は
れ
て

.
も
、事
實
上

.農
：民
：は
依
然
ミ
し
て
，

«

役
の
義
務
を
負
擔
：
 

じ
た
の
で
あ
る

。

..
、

;

同
時
に

'小
作
料
の
決
定
が
：高

.き
に
失
し
た
。
前
述
の
如
く
、地
主

.
の「

..同：意

■又「

は
喪
求
が

'ぁ
'れ
 

ば
"農
.民
は
其
用
益
地
を
買
戾

■す

Iこ
i

が
出
來
る
。
此
場
合
の

"賠

«

價
，格

«
、
小

作

料

の

六

'
#
還 

先
を
以
て
之
を
足
め
、̂
府
が
農
民
に

代

つ
で
此

.賠
償
金
を

.

五
..

步
利

'公

憤

を

以

て

支

拂

ひ

，農

.：民 

I

十
九
年
間

©

年
其
六
步
，利
子
五
步

(

元

，
金

償

還

：
ニ

：
步

)

を
鈉
：#

し

V
、

之
を
返
：濟
す
る
の
で
；あ 

る
。

{農
.民
が
用
益
地
全
部

.を
買
戾
す
場
合
に
は
、國
家
は
賠
償

.金
_

の
八
：割
、
一
部
分
を
買
戾
す 

場
合
に
は
七
割
五
涉
を
地
主
に
交
付

し
、
又
買
戾
が
地
ま

g
#

*.
に：依
つ
て
行
は
れ
る
場
会
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は
、此

g

八
割
又
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七
削
五
步
の
支
拂
ひ
を
以

て

擗

«
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ヾ
完
了
し
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方
の
合
霉
を
以
て
行
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れ 

る
場
合
に
は

•農
民
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额
を
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約
定

'せ
る
一
定
の
方
法
を
以
て
返
濟
す
る
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：で

あ

る

一。
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ろ
が
、小
作
料
の
決
定
が
高
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に
失
し
て
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る
か

ら
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は

#

ぐ
の
場
合
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賦
賠
偾
金
の 

支
拂
に
堪
ぇ
な
か
つ
た
。
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作
料
又
は
年
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賠
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拿
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税

‘
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合
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土
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超
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の
餘
す
所
に
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れ
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收

«

に
對
す
る
比

_
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の
如 
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併

し

地

主

は
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の

.農

民

の

货

擔

.あ
る
が
爲
め
：に

.低
廉
：な
勞

)

働
の

-供
給
を

^

け
る

.)

i

が
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奮

の

‘で
あ
る

9

又
此
負

■擔
あ
る
が
：爲
め
農
民
は
：穀
物

#
*

を
，余

_

な
ぐ
.さ
れ
た
か
ら
鑛 

.

の
ft
擔
は
上

.記
の
數
：字
の
み
に
限
ら
れ
な
か
つ
た
こ
；

Q

負

擔

^

あ
：；る
か

6.
、農
段
：は
：土
胸
を 

賣

却

-t
る
,

に
行
か
ぬ
？

賣
却
：す

る

場

合

：に
は

_

愛

入

に

*

す

_今
賠
；«

金
を
：添
：へ
な
け
れ
ば 

な
ら
ぬ
。

即
ち
土
地
を
離
れ
る
場
合
に
一
稱
の
身
脫
金
を
支
拂
；は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の

で
 

あ
る

.か

.A

、農
奴
時
代
の
：

±
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(

schoil8pm
chtigfc
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*
.
依
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ふ.し
て

*

ln
し
た
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で
あ
る

。,

 

(

p

'wauer, 

s. 
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「
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次
第
で
あ
；

る

か

：ら
、土
：地
.所
有
は
農
茛
：に

取
：.

つ

て

は

利

益
'で
が」

(-
，で
#
,
輝

な

る

ぬ

擔
'で 

ぁ
っ
た
。

そ
こ
で
農
战
中
に

は
、̂

ろ
用
益
地
の
四
分

‘

„0?
^

_
細
.
.地)

を
取
つ
て
、爾
餘
三
分
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に
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對
す
ペ

る
權
初
を
放
棄
す

る

の

為

き

を
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が

尠

f

な
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つ

た
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に
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か
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、
辛

ぅ

じ

て
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の坐
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必
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の
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分

一 

に

達
.す
る
に

過

ぎ
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つ

た
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であ
る

-

, 
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)

さ
て

上
述

の
方
法
に
由
，て

質
戾

さ
れ
た
土
地
は
、何
.人
の
も
の

ヒ

な
' る
が
ど
ぃ
へ

ば
、
個
々
農 

K

で
は
な
く
て

M
i
r
i

稱
す
る
村
落
共
同
體
の
所
有
に
歸
し
、各

.個
人
は

.、、、
ィ

ル

か

：ら

用

益« 

を
與
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

‘
ミ
ィ
ル
の
起

.原
に

!1
す
：る
赠
爭
に
は
今
觸
れ
ぬ

-が
、兎
に
角
農
奴 

解
放
前

に
於

て
は
、そ
れ
は

#

成
員
の
，

國
-家
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對
す
る
粗
税
、

»
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對
す
る

.年
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の

/

w

Aに
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て
連

#
«
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負
ふ
：

園

體
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あ
つ
た
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に
ミ

ィ

夂
，
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所
：屬

.奮

：
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桃
貢
：納
に
對
し
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實
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:
を
負
ふ
も
の
ぐ

」

す
れ

ば
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そ
.れ
は
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の
租
稅
貢

*

：のへ
*

g

た

♦

土

®
'に
；對
し
て
支
®

權
を 

持
^

な
ぐ

T

は
'な
ら

g
。
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：こ
で
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3 1

:
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す
る

»

»

5
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當
て
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戰
の
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替
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た
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事

：實
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化

は

な

か
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ク

た

。

た

ド

前
0

年

貢

：
办

代

シ̂

、
，

ィ

ル

は

地

主

に

.對

言
 

る
&

民
の
土

.地

^

賦
‘Il
f

愤

命
の
支
挪
に

^

い

X
連
.襟
責

(£
を
^

ふ
.
'た
に
過

.ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

'

ミ
ィ
ふ
垆

±

地
割
當
；て
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の
標
準
ミ
し
：た

‘

の
-
は
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農
寒

^

家
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焉

 

割
馨
へ 

•

は
、十

.
ニ
乃
至
十
八
年

|

:

籽

«

れ
て
、家
族
員

5

均
以
上
に
：僧
，刺
し

.
た
家
族
は
、割
當
て
面
積 

を
僧
さ
’れ

、そ

の
減
少
し
た
も
の
は
、そ

.れ
を

.削
減
さ
れ
た
。
各
戶
に
對
ち
る
土
地
の
割
當
て
が 

人

數

に

兔

.
じ

て

行

は

れ/2
Q
.で
あ
る

.か
ら
、農
民
が
：
±

地
を
有
す
る
も
の

i

有
せ

ざ

る
も

の
ミ 

に
分
岐
.す

る

憂
は

な
い
' 飭

で

あ

る
が
、
其
代

A

A

口
の

«

加
に
.述〗

れ
て
、農
_民

が
耕

し
#

る

W
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は
一
.

S
に
減
少
し
な
け
れ

.
k

な
ら
ぬ

c
而
し
て

J
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六
！
.
年
か
ら
ニ
十

»

紀
：”始
办
に
.军
る
肌 

. 

間
に
於
て
、腿
入
又
は
：俄
入
れ
に
ょ
つ
て
、農
民
の
土
地
は
、一
億
ニ
千
，六
.西
與
デ
シ
ャ
ァ
チ
ン
か

&

一 

億
四
千
萬
デ
シ
ャ
ァ
チ
ン
ま
で
、即
ち
五
分
一
し
か
增
加
し
な
い
の
に
，農
民
人
ロ
は
四
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五

慕

か

ら

八

千

五
吉
與
即
ち

殆
ど
倍

加
し
た
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そ

こ
で
：

ミ
ィ
ダ

I

產

I
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の

I

は 

防
く
の
作
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を
な
し
た
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い
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の
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。
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勞
働
心
企
業
心
を
遲
鈍
な
ら
し

.め
、
#

^

の
定
期
的
割

‘替
は

'土
；地
改
：良

_に
«
:用

.の

投

せ

ら

る

.
、 

こ

f

を
妨
げ
た
。
土

‘地
-
が
農

'
民
の
所
有
物
で
な
い
爲
め
、對
物
信
用
：に
依
っ
て

.
資
金
を
求
め
，る 

方
法
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

0

土
地
割
替
に
伴
ネ

_

地
.交
錯
，ミ
耕
作
强
：制

.
i

が
、集

約

的

：
經

營

法
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採
用
を
不
可
能
な
、らし
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民
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し
て
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し
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來
の
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三
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法
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ふ
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に
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ロ
墙
加

Q

結

M
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る
割
當
で
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®
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：
減

少

は

、
&

ひ

な
く

1
,場
を

»

食
し
て
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ら
し
め
、飼
料
を

’
犠
牲
に
し
て
食
物

^

産
を
增
加
せ

'
し
む
る
に
至
つ
た
爲
め
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デ
シ
ャ
ァ
チ
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當

ぅ

の

飼
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頭
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.
が

減

少
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し

、
此

事

，
が

又

農

業

生

：
產

カ

を

減

..退

せ

じ

泠

此
等
の
似
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の
爲

.
め
、露
西

.與
產

.業
の
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*

力
は
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職

#
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そ
れ

^

比

し

て

：：著
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.の
平
均
を
見
れ
ば

•霧

®'
亜

に

於

け

、
る

裸

：
麥

の

r

へ
ク
タ
ァ
ル
肷 

翁
七

•四

メ

エ

テ

《

ッ
ェ

v

ト
ネ
ぶ

^

f

が
•

”
 

“ん

- >
ネ

'

な
る
に
對
し
て

«

逸

に

於

て

は

|

五
，
 

六
’英
脇
に
於
て
は
一
七
、伯
茸
義
に
於
て
'は
ニ

 

一*
一一 

メ
エ
，テ
ル
ッ
エ
ン
ト
ネ
ル
を
示
し
て
辱
る
。
 

鸵
に
各
農
民
に
割
當
て

6

れ
た
耕
地
が
狹
小
に
：失
：す
る
の
；、に
、興
に
割
當

T
V♦
れ
た
土
地
の
收 

寧
力

*

!*
の
如
ぐ
に
乏
し
け
れ
ば
土
地
の
不
足
は

■愈
々
筛
.切
な
ら
ざ
る
を

得

ぬ
。

そ
こ

で
農 

段
は
生
：活

Q

爲
め
農

^

解
放
前
の
如
ぐ
、依
然
ど

'
し
.；て
：地

'

_
の
±
:
,地
，に
勞
働
し
な

.け
れ
ば

.

笫

ニ

十

赞(

九
：三§

勞

璣

觀

麗

：
|;
於
对
る
農
民
間
顆

 

難 
<
號
.

I

冗

：



m

*

.
第
八
锶
 

n

ハ

.
0)

は
、封
：雜
一
主
_

に
奉
仕
し

:

.

.第11,

十饴 

'

(

九：三四

0

勞
農
緙
疆

'
1
1於
げ
'
る
處
民
間
題

.な

.ぃ
の
で
あ
る
。

.
故
；
'にX

が
エ
ル
ば
日

'
<

1
地
：共へ產

.：#

義
7

’：ィ

'te
j
w (

p
B
s
e
r
, 

1
6
)

'
'
へ
'''
 

へ

他
，而、此
の

13
'じ
土

^

の
不
足
が

，
、
、
' ィ

y

の
維

.持

.を
困
難
な
ら
し
め

Vる
.；最

4
0有
力
な
，原
»
さ 

な
つ
た
。

ミ
ィ
ル
は
各
農
民
に
，土
地
を
均
分
せ

.ん
ど
す
る
も
の
で
あ
る
が
、人
口

.樹
：加
.が
成
程 

度
以
上
に
達
す
れ

ば
、
此
办
分
割
が
最
卑
不
可
能
少

.ぐ

も
無
韋
義
に
な
る

.0
' w

,

 w
o
r
o
i
f
r

は
村 

■落
北
ハ
產
體
の

.最
も
熱
心
な
る
支
持
者
で
あ
る
；が、此
人
も
猶
ほ
左
の

^

ぐ

®

ベ
て
居
る
。

「

土
滩 

が
稍
、々

®

富
：な
る
こ
土
は

"割

#
.を
.容
易
な
ら
し
め
る
：も
の

.

.、
如
ぐ
で
あ

.̂
。
割
常
て
地
の
削

' 

減
さ
れ
る
農
民
も
、猶
ほ
其
勞
働
力
を
充

“分
刹
.用
せ
し
め
を
丈
け
の
土
地
を
取
得
す
る
か
ら
で 

ぁ
る
。
故
に
彼
等
は
、特
に
強
硬
に
割
替
に
抗

_

す

る

<£
'

を
嬰
せ

.ぬ
？
然
る
に

' 
避
し
土
地
の
分 

前
が
狹
小
で
あ

 

>
ば
、衝
突
は
極
端
で
あ
つ
て
、餘
卜
に

小

^
る
土
地
分

1
,
は
#

に
土
地
に

2

し 

い
農
段
に
も
左
程
割
替
に
興
味
：を
感
ぜ
し
め
ぬ

j

ふs
f
l
h
o
w
i
t
s
c
h
,

 ,, M
〖r 

i

5*H
a
n
d
w
6
r
t
e
r
b
u
c
h
d
e
r

 

S
t
a
a
t
s
l
s
e
n
s
c
b
a
a
e
n
、
B
a
.

 

V
I

 

7
2
4
)
。

辦
の
如
く

 

土
地
の
不
足
し
て
居
る
ざ
こ
ろ
で

W

替
を
行
ベ 

ば
、比
較
；的
富
有
の
農
民
は
集
約
的
農
.業
を
營

む
こ

^:

が
出
來
：

中
、ざ

り
ざ
て
貧
農

は
農
具
家
畜 

を
^

せ
ぬ
か
ら
、自
ら
之
を
耕
す
.こ

V?
J
が
出
來
な
ぐ
て

*却
て
之
を
他
に
賃
貸

.す
る

e

い
ふ
や
ぅ

な

寧

.が
行
は
れ
る

。

. 

.

ミ
ィ
ル
は
無
産
者
の
；發
：症
を
妨
げ
る

_

い
ふ
の

“

：其
支
持

着
®
.
【

_

で
ぁ
っ
た
が
、事

*

, 

>

si
s

利
に
は

®

®
無
，產
有
、產
の
別

.が
生
じ
て
、上

_

の
觀
ぐ
，土

'
.地
を

.

.割

當

；
：
言

ら

^

そ

 

> を 

機

す
'丈
け
の
農
具
家
畜
を
有
甘
：ぬ
も

®

が
'漸
ぐ
多
ぐ
な
っ
た
。

.
种
事
が
：断
に

‘

，.ィ
ル
崩
解

,

 

历
因
に
な
ら
た

か
、
更
に
刺
作

^

み
，で
は
生
活
を
維
：持
し
得

.
ぬ
貧

»

な
る
農
：玛

ど

：し
て 

家
內
工
業
？

ス
タ

V

)

を
營
む
こ

S

を
已
：む
な
ぐ
，さ

:■れ
た
こ
ど
が
病
に
す
ィ
ル
の

®「

解
を
促
し 

W
7 

s 

o
ふ
の
は
農
民
は
土
地
に

' 
對

し

T

は
所

.有
權
を
有
せ
ず
、た

.
す

で
定
則
問
の
用
益
®

の
ノ 

み
を
有
す
る
に
止
ま
づ
た

■が
、家
內
工
業
に
於

T

«
、生
產
用

'具
及
び
生
産
：物
に
對
し
て
完
全
無 

制
限
：な
：る

®
.人
的

.所
有

*

を

有

し

、又

自

：
由

單

獨

に

生
.産(

を

營

み

且

つ

：其_

润

を

：收
.得

し

た

。

此：：

事

讀

が

：
農

民

を

『

出

地
.の
.威
力
ど
古

.碑

0

.

1
に

#

す
；る

.畏
_

0

念

：
，
f

解
放
レ
た

」

。
農

K
 

に
土
虬
に
對
し
て

.
も
同
猶
：の

.自
由
な

.
る
所

.有
權
奢
得

(

ん
ギ
欲
：

.す
る

「

念
；を
.寧

さ

た

の

で

ぁ
 

る
。

そ
こ
で
耕
地
の
衡
替
は
漸
ぐ
行
は
れ
な
ぐ
な
つ
て
、農
民
は
其
用
，益

.地
：を

.所
有
地

€
見
る
，
 

や
ぅ
に
な
つ
た
。
同
時
に
ク
ス
タ

>

は
、大
體
の
傾

.向
ざ
し
て

'は
、新
涵
の

X

場
工
業
に
腿
倒
さ 

身 
> 

さ

ぅ
す
る

S
庇
に
農
衆

'
,に
依
つ
て
衣
：食

’す
る
ー
こ
を

_

«
ず
藏
.し
丰

第
二
十,

(

九
三
$

勞
與
辦
西
海
に
於
け
る
與
民
間
觸
：

 

‘

1
.
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^
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-
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第H

十

稔

(

九
三
六〕

勞
膜
蟒
同
姐1-
於
け
.る
農
民
叫
靡
 

笫
八
號
.

I

八
：
 

，奪
は
れ
た
農

.民
は
、無
：產

_

斧
し
：て

3:
場
：か

_

で
あ
る
。
 

.
'

S

 

,

:

齊
情
右
の
如

く

で
.あ
る

か
ら
、
解
放
以
後
：農
民
の

.：暴

，動

は

幾.、度
か
：繰
返
：さ

れ

。

而
し
て
ぬ 

等
癖
動
の

‘原
因

€
な
つ
た
も
の
は
、結
：屈

.農

.民
：：の
給
付
カ
を
ー

«

遒
す

る

±

地
_::,
賭
償
佥
ビ
、耕
.す
土 

地
の
狹
小
に
し
て
生
‘命
を
維
持
す
る
に
足
ら
ぬ

こ
.

o

及
び

.ミ
ィ

A

制
度
に
伴
ふ
諸
弊
害

S

で
あ
っ
た

。

' 

-

;

土
地
賠
償
金
の
過
重

」

は
、滯
納

0

累
積
ざ
い
ふ
結
：：染に
な
，つ
た

0

政
府
：は

s

i

り
そ
れ
：に
對 

し
.
.て
嚴

「

格
な
制
裁
を
設
け
た
が
，其
効
果

.は
：
充

分

，
で.な〜

て
、結

局
^

已

む

を

得

ぬ

も

の

せ

な

つ

た

。

露

土

®?
银
二 

A 

A 

.

S
 

0
- s

,0 
M
 

 ̂
^

0
d

0
.
 

 ̂

u
- 

T 

賭
愤
金
を
輕
減

：

す
る
ミ

*

に
土
地
寅
戾
を
強
制
的
の
も
の
に
す
：る、一

A

八T

年
の
勅
令
を
發 

•布
：さ
：せ
ら
れ
た
。
' 
三
十
九

”縣
.に
就
:'
い：て
の
賠
償
金
へ
：輕
額
は
、

I

〇
、九
六

$
，的
.七
四

,

ゥ
ブ
ル
、
 

則
.ち
平
均

i

一
 

i

の
輕
減
で
あ

.つ
た
。
强
制
的
買

.，戾
に
■
_

言

る

規

定

■ゅ
、一

八
八
三
年
か
ら
，有 

効V

な
：る
も

'の
で
免
つ
た
が
、買
戾
は
睐
に
解
放
令
の
發
布
後
直
ち
に
著
竽
せ
ら
れ
た
も
の
も

戀

あ
.る
か
ら
、結
局
自

-
"九
一

0

年
至

1

九
三
！

*—
*
.年
の
間
，に
、一
切

^
賭
償

^

終
了
す
る

#

'で
あ

0 

L

7
然
る
ー

5:
の
處
へ

一

プ
〇

2£
%
-の
单
命
が
起
っ
た
の
で
、同
年
十
一
月
の
箕
言
を

«

て
一 

九
〇
六
年
度
の
賠
償
金
を
半
減

せ

ら
れ
、

一

九
〇
七
年
以
降
の
分
は
免
除
さ
れ
た
。

土

地

の
.不

足

マ」

し

ふ

こV
J

に

就

い

て

は

、
露

西

亜

農
..

民
.は

久

し

ぐ

村

落

共

産

體

の

內

に

®

息 

し
ナ
從
っ
て
土
地
は
何
人
の
も
の
で
も
な
い
、苦
し

ぐ

は
、土

.地

.
は
神
の
も
の
だ

^
い
ふ
«
念 

に
、親
し
み
を

持

っ
て

ゐ
た
。

彼
寧
は
此
の
観
念
：を
，以
'て
地
主
の
所
有
他

に
臨
ん
だ
。
此

 

一

.y 

に
於
て
、彼
等
は
社
會
主
義
說
に

感
受
性
を
持
っ

T

ゐ

た
の
で

あ
る
。

然
る
に
.他
面
皮
等
が
诉 

く
ミ
ィ
ル
に
離
反
せ
ん

5

す
る
に
萆
っ
た
事
情
域
上

'.述

0

通

>

ゼ

あ

る

;.
°

即
ち
農
民
は
、
1

:片 

の
土
地
に
關
す
る
限
ぅ
に
於
て
は
、社
會
主
義
的
で
あ
り
、自
己
の
土
地
に
關
す
る
限
&
に
於
て 

は
私
有
主
義
者
で
、あ
っ
た

"

故

に

べ

ゥ

H

ル
は
い
ふ

‘「

一
方
農
民
.；
«

地
.主

の

，
土
：
地

ば

：'沒

收

し

て
 

之

を

國

民

所

有

物i

旦

言

す
ベ
し

一

の

社

會

主

義

的®

求

を

喜

ん

，
で

採®
:す
：.る

I

時

S

 

r

田

野

共

有

の

崩

解

を

、農

民

の

土

地

に

對

す

る

自

由

な

：：る
：
ブ

ル
：：

ジ

ョ

ヌ

的

所

有

，

を

渴a

し 

た
。

農
民
は
現
存
す
：る
地
主

0

私
有
權

.に
對
し
て
：は
土
：地

_典
產

.：主
：
_

を

_

張
：し
、現

存

す

る

ミ 

ィ
ル
の
土
地
共
產

i

義
に
對
し
て

.は
，私
有
を
主
張

^

た
の
，で
あ
る

」

さ
：(a

.
:
a
.
o
.

 

2
5
〉

第
二
十
卷

(

九

,
勞
農
醫

Bl
l
li
於
け
る
農
民

fl
f
j:題

:
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第
八
麵
：

「

L



饿
ニ
十
饴

(

九
三
八〕

勞
燧
露
四
*取
| :

於
ゆ
る
農
間
題
 

谘
八
號 

1
1
0 

二九〇六年に始まるス：
：トリ
ン

.
の
：農

業

改

：苹

は‘農
民
：の 

る
こ

h

レ
に
依

.つ
て
、
?S

存
秩
序
の
支
持
漭
た
る
、

®

守
的
農

.民

.階
級
を

0
-
h
y
出
さ
ぅ

.
S
し
た
も
の 

で

お

る
。

改
革
の

®

旨
は
、農
民
を
し
て

y

ィ
ル
の
拘
來
を

©

し
て
土
，地
：私
：有

^

た
ら
し
め

，

o

 

こ
、
及
び
農

K
の
私
有
：地
を

if
加
せ
し
め

る
と

で
.

あ
つ

'

ぬ
V

自

一
九

0

六
年

茧
.一

九

一
〇
年 

の
バ
改
靡
法
に
ょ
れ
ば
、

®

民
：は

0
由
に
ミ
ィ

^
か
ら
脫
退
す

る
i

*>
出

來

、
大

體

に

於

，
て從
來
の 

. 

用
益
地
を
私
有
地

€

す
る
主
が
出
來
る
。
同
時
に
、そ
れ
を
爲
す
に
赏
つ
て
、讀
所
に
散
在
す
る

耕
地
を
整
理
し
て
、之
を

1.

個
所
に
適
當
の
形
態
に

.纏
め
る
の
.：

で
あ
る
。

此
の
.私
有
地
は
全
く

 

•
 

ミ
ィ
ル
か
ら
獨
立
し
ぢ
も
の
で
、其
所
有
者
ば
强
制
耕
作
に
從
ふ
こ
ど
を
要
せ
す
、又
他
の
村
民 

/
 

の
其
地
上
に
於
け

‘る
放
牧
權
は
消
滅
す
る
の
で

あ
る
。

：

改
革
は
瓢
心
に
遂
行
さ
れ
て
、ー

'
九
〇
七
年
か
ら

『

九
.
一‘>1

年
ま
で

‘に
.は
、八
ニ
七

、Hi 

P
五
の 

農
家
の
爲
め
に
八
诨
四
十
萬
デ
，シ
ャ
ァ
チ
ン
の

i

地
が
擊
墚
せ
ら
れ
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し
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農
民
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地
の
增
加
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就
い
て
は
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府
は
農
民
士
地
銀
行
を
通
じ
て
御
料
地
國
有
地
.の
拂 

下
げ
を
行

J

ビ
di〈

に
厝
じ
銀
行
を
し
て
地
主
の
.土
地
を
購
入
し

.て
之
を
農
民
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却
す
る
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ど
を
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め
さ
せ
た
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獄
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地
銀
行
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購
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し
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蓉
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し
、帝
政
復
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®

に

對

'し
て
其
鲂
衔
者
さ

.な
っ
た
。ゾ
勞
暴
政
府
：が
其
基
：礎
：を
確
立
、し
得
た 

の
は
、實
に
此
の
農
民
の
擁
護
を
得
た
か
ら
で
あ
つ

^

。
前
記
の
如
く
、農
民
«
大
地
主
の
所
有 

地
に
臨
む
場
合
に
は
社
食
主
義
者

.で
あ
つ
た
か
ら
、大
地
主
，の
：所
，有

.地
，剝
奪
を

：

行

ふ
ま

でのヾ
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こ
ろ
は
、勞
農
政
府
ざ
農
民

V
J

の
步
調
は
完
全
に
ー
爾
し
た
。
併
し
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の
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地
主
か
ら
剝
奪
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れ
た
土
地
は
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し
て
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の
有
に
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し
た
が
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農
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大
地
主
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所
有
地
に
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し
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會
主
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で
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れ
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一
す
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に
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し
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有
生

^

者
で
あ
も
。
茲
に
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政
府
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主
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土
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を
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つ
て
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與
し
た
ヾ

」

い
つ
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が
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産
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政
府
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農
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地
所
有
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ず
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で
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。

&

府
の
布
吿
及
び
訓
令

. 

は「

土
地
：所
有
權
は
何
等
の
：賠
償
な
く
即
時
廢
止
せ

.ら

る」「

土

地

私

有

は

永

久

に

廢

：止

せ

ら
f

 

明
記
し
て

居
.
る
、

(

一九.一
七
年
露
曆
十
月
廿
六

日

の
布
吿
及
び

|)
|
1令)

。
た

Y

之
を
自
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ら
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1
九
.
.
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.年
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A

八
：四
、〇

0

0

ミ
な
つ
て
居

.る
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此
等
農
村
歸
..還
人 

ロ
'の
總
計
は
約
八
百
莴
ヾ

」
»

へ
.ら
れ
て
ゐ

.る
"
が
、ぞ
れ
；が
：皆
な

”土
地

.
0
分

_
 

た
の
：で
 

あ
る
が
：ら，歐

.露
廿
九
縣
：に
於
て
辱
命
前

^

翁
.者

1

A

當
.り

一

•八
七

.デ
：>

ャ：チ
.ン
で
あ

つ
た

土 

地
が

'革
命
後
は
ニ
土
六
デ
シ

'
.ャ
チ
ン
に
な

.
つ
.
.た
.に
：過

ぎ

ぬ

々

即

も

僅

に

ニ

一

衫
し
か
僧

」

加
：し 

て
-

s
ら
ぬ
の
で
あ
る

(
p
s
c
p
o
v
l
t
c
h
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か
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ふ
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て
、家
畜 

農
..具
を

.有
ず
る
上
中

»

農

.民

^

比「

較

；多

：：ャ

を

ぃ

取

つ

K

貧

：農
.；に
'
.少
な
ぐ
與
；へ
た
嫌
が
あ
つ
れ

(

前 

揭
：拙
著

•七
六
：四
丨
五
參
看

)

。
農
：村

.人

.

.ロ
'中
：極
貧

)

者
f
.
富
：考

^
^ ̂

し
た
こ 

.
 

■ず
は

.事
實
で
あ
る
だ
決

'し
'て
鸯
富
：の

«

_
を
：；除
ぐ
譯
に

-は
行
が
：な
 

あ

る

^
3
0
0
,

ô
v
r
t
d
h，

7
5〕

■■ 

‘

.
A)

. 
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.

.
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'
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:
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:
-
-

I

土
.地
處
分
に
於
て
右
述
の

：

や
う
、な
結

•
*
.に
到
達
し
た
勞

#

政
.

は
、次
ぃ
に
本
地
生
產
檄
の
.分 

酉
.
J
.に
. 

一
»

の
北

\

*
す
義

.を

.
^
行̂
し

.よ
う
.
ゲ

jy

し
.

。̂

農
'民
.
の
.
餘
、剩

..生

.靡
'物
.
.を
.
.悉「
.ぐ
.
®
制
、'的
.
{: 

徵
收
し
よ
う
ど
し
た
の
で
あ
る

C

而
し
て
そ
れ
は

.全
然
，失
敗
し
た

。
.' 
農
民
が
貯
藏
す

 
'る
餘
剩 

穀
物
は
、必
し
も
徵
發
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
が

*農
战
_が
耕
作
に
興
味
を
失
つ
て
、生
産
を
自
家 

必
製
を
滿
た
す
程
度
に
止
め
る
こ

V
J

は
、之
を
全
く
奈

‘何
“

す
る
こ

デ一レが
出
來
な
か
つ
た
の 

で
あ
る
。
勞
農
政
府
は
終
に

.
執
拗
な
る
；農

.民
-の
抵
抗
：に
屈
し
て
ニ
九

±

ニ
年

0'
:春
、强
‘制
的
徵 

發
を
斷
念
し
、現
物
稅
を
以
て
之

.に
代
へ
た
、

.J

れ
が
所
謂
新
經
濟
政
：策
の
發
端

.で
■
あ
る

.

强
制
的
徵
發

W

现
物

稅

賦

課

?
に
は
、如

'何

G

る
.相
違
が

,;
,あ
る

.か
^

收

«

、の
徵
發

'の
場
合

|: 

は
、生
活
必
：耍
を

.超
'過
ず
る
部

.分
は
雖
ぐ
沒

"收

？
れ
た
の

.に
、現
物
，稅
の

«

合

.に
：は
、國
家
は
農
民 

'
.か
.ら
收
種
の
 

一
«

部
分
を
現
物
；で
徵
收
し
病
跡
に
殘
る

#

剩

は

、悉

：
ぐ

：之

を

龜

：民
"の
'自

由

彦
 

に
委
す
る
の
相
違
が
あ

.

.る
。
-

農
民

.の
'努
力
：に
よ
つ

.て
收
稂

.が
#

加
す

‘れ

ば
、其:

增
加
は
、農
喫
め 

.利
益

‘

な
る
の
で
あ

.る
r 

.
畢
竟

.

.勞
農
政
府
：

.は

.農
民
の
創

«

を
.彆
利
心

.士
に
訴

へ
T
、食
料
缺
乏 

の
危
機
を

」

脫
し
よ
う
芒
し
た
の
で
あ
：る
。
事

#

#

0'
如(

ぐ
な
、る
辟

^

ば
#

物

自

由

：：
寶

買

ー

0

0 

止

を

解

か

な

け

れ
'ば

な
&
,ぬ
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y 

^
1

九
'
ニ

一

年
三
月
豪
遂

.黨
：第「

十
囘
大
；會

.に
，臨

.ん

で

、新

經

濟政
：：

策

の

輝

用

罈

洵
U 

已
む
を
得
ざ
る
に
出
で
た
も

0;
な

る

事

情

を

：陳

述

し

：
代

。

日
、ぐ
、徵

#

に

陀

：
へ
：：
る

に

現

物

桃

を
，
. 

以
，.て
す
る
の
問
題
は
、第

■
一
 

に
.は
：政
治
的
の

_

S

で
'

^
を
。
其

■本
質
：
'は
：勞

麵

：者

臂

級

ミ

農

：
民

：

$
 

の
_

係
に
存
す
る
。；
：
諸
階
級
を
欺

'
ぐ
ぶ
は
出
來

'
ぬ：。，
吾

‘々

の

*
;義
、吾

(

々
の
十
年
の
長
き
革
：
 

命
的

.經
驗
、並
に
今
囘
の
：傘

命

0
.敎
'訓
は
、吾

々
に
：命

て

W

々
に〗

當
面
す
：，る

-
P

間
.題
を
.直
視
せ 

-

し
め
る
。

而
し
て
吾
々
は
い
ふ
‘是
等
二

'階

級

®

利

害

は

一

致
hせ
ぬ
。

小

.農

：民

は

勞

：働

者

が

：
：其
' 

爲

め

努

力
' 
し
て
ゐ
る
所
の
も
の
を
欲
し
て

は

居

ら

ぬ

i
而
か
，
も
：
吾
：
：々
は
、他
.の
諸
國
が
吾
が 

先

®

に
從

ふ
迄
は
、社
會
主
義
尊

‘命
は

"
た

^

農
民

V」

協
和
す
る
ー
こ
と
に
依
つ

T

の
み
救

a

得
る 

こ
ビ
を
承
知
し
て
居

.

.

.
る
。

:

•
農
民
は
、吾
々
：の
彼
等
に

.
'對
す
る
：態
度
に

.滿
：足
レ
て

.居
ら
ぬ
。

彼
：： 

等
は
最
卑
是
以
上
'忍
ば

ぬ
で
あ
ら

5
 

0
彼
等
は
明
猶
に
彼
等
の
寧
思
、の
何
た

.
る
か
を
示
し
た
。
 

而
し
て
そ
れ
は
勞
働
す
る
農
民
大
：衆

.の
想
思
で
あ
る
か
ら
、之
を
顧

]»
し
な
け
れ
ば
な

ら

ぬ> 

/

而

し

て五！！

々

は『

農
^

に
對
す
る
呑
等
の
能
心
度
を
改
め
ょ
ぅ

』
£
1ー：ひ
得

-
る
丈
け
の
«
治
家
た
る 

も
の

.で
あ
る
。

…

事
態
は
、中
農
を

.
經
濟
的
に
滿
足

.せ
し
め
、且
つ
肖
由
：突
易

'を
.許
：さ
ね
ば
な
ら 

ぬ
。
然
ら
ず
ん
ば
、吾
々
は

' 
露

西
>
iu
i

に
於
て
グ
口
レ
タ

U
/ャ
の
權
力
を
維
一
持
し
得
ね
で
あ

&

ぅ

V
J

い
ふ
や
ぅ
に
な
つ
で
ゐ
る

J。

而
か
も
新
經
濟
政
策
の
採
用
が
、共
產
主
義
の
爲
め
に
：重

.大
な
る
危
ー
險
一
を
意
一
味
す
る
こ

S
は
、
 

レ
ニ
：ン
の
充
分
，承
知
し

.て
ゐ
る
所

.で
あ
つ
た
。

一
九

-

〇
年
十
ニ
月
、第

/\
囘
全

_

ソ
#
エ
ト 

大
食
に
臨
ん
で
彼
れ
の

.演
說
す
ら
ぐ
、

「

吾
々
は
ス
力
レ
フ
カ

(

辟
斯
科
に

'於
け

「

る
秘
密

®

買
の

」 

行
は

“れ、た
る
市
場
の
名

.稱
？
 

_

つ
た
。
’
.
數
日
前

•宛
も
我

^

大

t
 

開
會

.前
"此
の
些
か
不
愉

-快
：
 

な
る
設
備
は
、モ
ス
力
ゥ
，ソ
ヰ
エ
卜
の

'閉
鎖
す
る
所

S

爲
つ
た
。

ス‘'カ
レ
フ
カ
は
最
早
存
在
せ 

g

ノ
然
し
私
は
、ス
力
レ
フ
ス
キ
ィ
廣
場
に
在
る
ス
力
レ
フ
カ
へ
は
恐

.れ
，て
ゐ
な
い
。

そ
れ
を
■廢 

止
す
る
こ
ミ
は
、爾
か
ぐ
氨
：易
で
あ
つ
へ

/5
。

私
，
.が
：恐
，
れ

る.の

は

、

各
： .

小
._

&
の

精

神
.
i
行
'
爲

中

に
 

生
ぎ
'て
居
る
ス
カ

レ

フ
カ
：で
あ

4

0

此

の

ス
カ
レ

フ
カ
は

.、資

.本

.主
義

0

本
據
；で
あ
つ
て
、こ
れ 

は
閱
鉞
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

こ
れ
が
存
在
，す
る

.限
‘

#:
々
4

»

本
^

我

^

ぬ

ミ
い 

ふ
保

'障
を

#

で
居
ら

'ぬ

。

，
敗

等

，
は

.脊

今

ょ

M
 

U 

^
 

 ̂

^
 

i
 

 ̂

い
の
で
あ

「

る
o 

:

..
©

々
に
し
て
小

#

:
民
の
國

{:
:;
:
生
：活
す
る
限
り

»
_本

±:
»;「

は共ゝ

_

#
赛
^

も強ソ固なへる

:.
- 

輝
濟
的
基
礎
を
有
す
る
で

あ
‘，

ら
ぅ

。

#
 
 ̂
0 
0
0
^
0 
0 
 ̂

 ̂

e 
^
 
.
 

比
較

C
來
れ

る
も

の
は

‘何
人
；も

1
夺
ま
義
は
未
だ
根
絕

さ

れ
ず
，我
が
：階
辦
敵
：は
依
然
其
地
步 
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を
失
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と
ど
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：了

(

»

ず
'
る
で

.
$

^

5

%

.
丨
：

」
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0.ベ
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U
- 

;-:
■

.

自
。
由

賣

：買■公
許
：に
決

じ

た
後
に
於

'
.て
'
も
、彼

樣

言
^
:ゼ

;9
;

承
矣
の

#

由
'.
ど
«

坷

を

韋

味
^ ,
る 

力

交

易

の

自

^

は
商
寧
の

‘自
由
を

.拿
，味

.し
、
そ
-
れ： .：

は
'
又

：專

に

：1
,資
_

*

^

の

復

歸

：.を
意
、味 

す
る
。

交

.易
の
自

*
s

g
商
：業

’の
自
由
ど
は

"
小
農
民

.間

0
-
:商
'品
へ
交
換€
'
寧
敗
す
る
。

音
々
マ
ル 

ク
シ
ス
ム
の
い
ろ
は
を
知
る
も
の

.

.、
ル
て

’は
、交
處
の

.
自
由

.が
資

.本

0

所
.有
者
勞
：働
の
所
有
者 

i

し
て
の
資
本
家
の
再

.
'出
.現
に
導
ぐ
こ
ご
を
承
知
し
て
居

'る『

.

. 

'

丨

I

方
に
此
危
險
ぁ
ぅ
、他
方
に
彼
の

政

治
的
必
要
ぁ
る
爲

.
め
に
、
勞(

農
：政
；
府
當
局
.考

一，方
,

家
,

本
主
義
の
復

,
0
に
ょ
つ
て
生
產
カ
の
充
實
を
謀
つ
て
以
て
社
會
主
、義
實
現
の
準
備
を
整 

へ
る
ど
し
ふ
士
同
畤
に
、

'他
方
資
本
主
，義
の
復
活
に
對
し
て
は
，ソ
ヰ
エ
ト

«
.力
を

.以
て
充
分

0 

抑
依
を
：加
へ
る
ど
聲
，•言

す

る
の

矛
.唐
に
陷
つ
た
勞
農
政
府
の
權
カ
は

「

農
民
_の
精
神
士
行
爲 

中
に
^
き
て
ゐ
る
ス
力

レ

フ
ヵ

J

Q
ff
i

活
を
果
し
て
適
度
に
抑
制
す
：る
こ
マ

」

が
出
來
た
か

o

新 

經
濟
政
策
採
用
以
來
約
五

%
;の
.經
驗
は
、政

.府
の
一
抑
制

」

の
®

.だ

*

*
な

'る
こ

V

を
，
示

し

て
居
る
。

(

九) 

.ブ 

I 

•

新
經
濟
政
锻
採
用
以
來
、露

_西
亜
農
業
の
生
產
カ
が
大
に
增
進
し
た
こ
ミ
は
、&
ふ
ベ
か
ら
ざ

i

:
 

■
■
、
■

_
 

■.

.

.

.g
v
-
由
,

鳴
^̂
ぶ̂

1

I

る
事
實
で

.あ

る

。
，
併

し

，此

の.生
.產

：力

の

増

：
進
：
は
、
同

時

に

農

，
民

の

間

，
に

於

.け
：
る
一
階
叙
：
的.：分
'化

を

； 

降

つ

，
た
0

各
農
家
の
生
産
力
が
一
機
に
增
進
し
た
の
で
は
な
く
て
、成
者
は

^

落
し
、或

#
は
穆 

住
し
、或
者
は
富
有

5

な

る

こ
, ;

ど
が
行
は
れ
つ
つ

^

ii
力
の
增
進
が
行
は
れ
た
の
で

あ
る
。

^
 

逄
力

' 
の
僧
進
ヾ

」

共
に
看
過
す

\

か
ら
ざ
る
は
、ク
ラ
ク

®

難

又

は

農

.村

ブ

ルジ

ョ
ッ)

の
織
®

で

あ
.
.
.
る
-0
- 

' 

•

少
數
：の
富
有
な
る
農
民
が
市
場
毂
物
の

.大
部
分
を
支
配
：し
て
ゐ
る

»

實
：は，ソ
キ
エ
ト
聯
邦

‘ 

中
央
統
計
局
の
報
告
に
示
さ
れ

T

M

る(̂
.

 

A
b
r
a
m
o
w
i

crch, 

D
i
e

 

E
n
t
w
i
c
k
l
u
n
g

 

S
o
w
j
e
t
r
û
a
n
d
s
,

 D
i
e

 

Gesellscbaft; 

J
a
h
r
g
,

 III 

N
r
'

 

4

 

s. 

3
2

8
-
9

所
引

}
。

そ
れ
に

-
,：ょ

れ

ば

、
全

：社#

主
.義
ソ
キ
エ
ト
共
和
國

. 

聯
邦

(

但
し
ト

\

キ
ス
タ
レ
，ト
ラ

.ン
ス
ヵ
ゥ
ヵ
ジ
，ャ
、

<

び

；キ

ル

，
ギ.ス
:
を
險
く

)

：に
'於
七
、全
農
家
の 

四
丁
一
 

迻
全
農

#
:人
ロ

.

Q
:

三
七
き
は
一
一
デ
シ
ャ
チ
ン
以
下
の

#

地
を
有
し
、僅一

.に
；收

稷

»

•

の 

1

五

%

を
康

_出
す
る
。

_此
'部
'類
に
屬
す
る
も
の
は
、そ
の
生
產
す
る
穀
物
丈
け
で
は
己
を
養
ふ 

に
足
ら
ぬ
。

S

の
不
足
量
：は

.I

年
約

.五
，億
：ブ

.ク
ド

i

p

へ，
.&
,れ

て

辱

ち

.:
こ
れ
が
農
村

K

 

ロ
 

レ
一
タ
リ
ャ
若

.L
ぐ
は

#
.ブ
ロ
レ
タ
リ
ャ
で
あ
る

.。

.
次
に
.
第
、1

ブ
部
_

に
餾
：す

'る
も
の
は
，農
；家
總

：' 

.數
： -

の
：一：
九

•六
：̂

(

全
農
，村
人

.
'ロ
の
：二 
..
，〇
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を
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'め
^

.
麻
權
每

_
'—*
,六
％

を
產
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す
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。
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す/
A
贫

§

市

.場

に

穀

物

を

供

給

す

る

：
こ

？

も

せ

ぬ

、
代

之

又

自

己

の

'&
©

を
他
に
仰
ぐ
こ
ど
も
し
て
居
ら 

ぬ

.0
三

乃

至

六

デ

シ

ャ

チ

ン

の

土

；地
‘を

有

す

る

，第
2

部

類

に

茧

つ

て

始

め

て

竚

干

の

餘

陶

：殺

， 

物
を
產
：出
す
る

::
°

第
二

第
： .

三
雨
部
類
を
合
針
す
る
^
^
家
總
數
の
四
六

•六
？

な
々
、
そ
の

生 

產
高
は

'全

.收

糙

の

五

ニ̂

を
占
：め
、且
つ
市
場
穀
物

0
:三
九

0

^

^

る
。

こ

れ

が

勞

^

政 

府
の
霞
り
に
弓

レ

て
，相
提
換
せ
ん

ビ

し

て

屈

る
中
衰

セ

レ

ド

ニ

ャ

ア

ク

一

で

あ

る

。

次

に

來

る 

の

は

.
六

テシ

ャ
チ
シ
以
上
を

.有
す
る
富
農

.で

.今
る
。

..
'
姑

.

&

<之
を
，
|
:ナ

等

緣̂

て
ば

2
、
.
.
至̂
.
'

I

〇
デ
シ
ャ
チ
ン

'を
有
す
る
も
の
が
：全
農
家
の
：八

.五
％

を
占
め
、全

收

機

の

三

四

%

を
生
產
し

、

,
 

市
場
穀
物
の
三
一
知
を
供
給
し
、一
〇
デ
シ
ャ
チ
ン
以
上
を
有
す
る

も

Q

が、
.全
農
家
の
三
，五

%

.

を
占
め
、全
收
獲
の
一
四

^

を
生
產
し
、市
場
穀
物
の
三
〇

^

を
供
給
す
る
。
驚
ぐ
ベ
き
は
、僅
に 

全
農
家
の

 

一
ニ

^
、全
農
利
人
口
の

一

四

^

^
占
め
る
ク
ラ
ク
が
、露
西

5 1

«

全
收
獲
の

^

八
%
、市 

場
^

物
の
六
 

一
%

:
を

.支

.配

す
る
の

一

事
で
あ

る

。"(
セ
レ
ド
二
ャ
ア
ク
の
.生
產
暈
の

全
收
獲

に
 

於
け
る
百
分
率
に
就

^

て

II
&

が

あ
る

や

ぅ
に
思
は
れ
る
が

'姑
、ら

<

>
cr
n

o

w〖

t
s
c
h引
用
.の
 

儘
を
揭
記
す
る

)

。：

及

數
字

を

T
當
ビ
し

て
共
產

黨
內
の
多

»
者
は
之

' を
訂
疋
せ
し
め
た
。

そ
れ
に
據
れ

.ば
”富

.

.
 

.

.

.
 

*

' 

. 

.
.

.
.

.

 

y

^

l

f

e

i

l

i

i

E

I

8

p

s

l

§
E

i

i

l

B

l

l
§
f

f

i

»

F

r

 
し.卜..
シ
 

に
•■.

」

：.，，

U

=
-I
5
i 

^
l
.
i
i
y
.
l
l
i
l
M
.
1

ii
n

徵
の
供
給
は
、市
場
毂
物
の
六

.，1

铃
を
占
办
す

'し
て

*:
:

若
し
：
.く
は

.四
ニ

^

を
占
め
る
：に
過 

ぎ
'ぬ
ミ
い
ふ
こ
ど
で
：あ
る
が
？

 

P 

0
, 

S. 

3
2
9

)

、
而
か
ぃ
も
猶
ほ
今
日
霞
西
：

11
5
.農
：村

^

の「

平
均

〕

主

<
反
す
る
：事
態
を
現
出

.
し
て
居
る

-」

マ

」

.は

-
,
ふ
.
ニ 
：レ
が
：出
來

g

o

一
 

方
に 

於
て

は
、
®
農
の
位

®

勢
力

V

益
々
重
き
を
加

_
.へ
、恤
方
益
ぃ
々
多
數

)の
：：

農

S'
は
.K

 

ロ
レ
タ
ジ
ャ
、準 

•フ

P

レ
タ

リ
ャ

の
境
：̂
に
沒
落
し
つ

、

>
9

る
。
而
し
て
政
府
は
、此
の
穀
物
供
給
の
死
#
を

制 

す
る
、中
以
上
の
農
民
の
ま
カ
を
祭
何

ご
レ
も

す

る

こ

士

，
が

.
出

來

ぬ

0

で
あ
る
。
 

•
 

此
亭
實

は
、
農
•村
に
於
け
る
過
剩
人

ロ

の
.增
大

.
i
:も
な
つ
て
現
れ
る

。
.
摘
じ
ぐ
ア
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る
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.
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。
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濟
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を
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*

あ
る
、ベき
，

」

ヾ

」

は、
 

論
を
俟
た
ぬ
。
新
經
濟
政
策

.採
用
後
五

.年

間

の

：.
農
#

に
.於
け
，る

a

會。
的

分
化
は

V®
に
今
後
促 

進
さ
れ
る
も
の

i

見
る
の
が
至
當

.で
あ
る
。

.
ク
ラ
ク
士
農
村

グ

ロ
レ
タ
リ
ャ
：士

Q

随
絕
は
益 

々
甚
し
ぐ
な
つ
て
土
地
を
離
れ
た
農
民
は
、益

.々
都
市
へ
も
流
入
す
る
で
あ

S

，プ？

勞
.農
政
府
は
セ

.
レ
ド
テ
ャ
，ァ
ク
ビ
ク
ラ

'.
ク

i

の
離
反
に

'努
カ
し
て

.居

.る
が
、饼
し
此
の
爾
者 
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H

ふ、

は
、必
し
も
：凡
て
の
點
に
於
て
：利
害
相
反
す
る
も
の
；
で
«:
な
い
？
.：
工

業

製

品

に

對

し

て

穀

物

‘
か 

高

檟

に

賣

れ

る

こ
i

を
欲
す
る
點
：に
於
て
は
、セ
レ
ド
二
ャ

/

も
ク
ラ
ク
も
毫
も
®
ぶ
所
は
な 

ぃ
。

セ
レ
ド
ー
一
ャ
ク
は
資
本
丰
義
の
復
活
を
喜
ぶ
も
：の

1:
'
な
い
が
も
知
れ
ぬ
が
、併
し
又
必
し 

も
祉
龠
主

_

の
謳
歌

#

で
<も
な
い
。
：
中

農

大

衆

み

欲

ず

る

所

は

*

產
：：物
.於

背

利

に

賣

却

せ

、ら 

れ.、其

代
&
に
低
廉
に
し
て

精

良
な
る
工
業
品
を
購
入
し
得

る

|

事
の
外
に
は
な
い
。
故
に
彼 

等
は
穀
物
を
國
家
に

1

却
す
る
こ
と
が
有
利
な
ら
ば
、さ
ぅ
す
る
し
、例
へ
ば
囘
傅
が
速
い
な
る 

爲
め
、商

人

の
方
が

之

を
高
價
に
買
占
め
得
る

€
い
ふ
が

如
き
場

合

に

は
、(

>
• 

J
G
cr
q
o
w
, Di

e

 

r 

ssische Bauemschaft u
n
d

fe
e E

mte. 

Gesellschaft. 

II. 

12,’、5
23
.

R

參
照

)

無

論

商

、

，こ
賣
却
す
る
こ 

V」

を

_ 
0
せ
ぬ
。

工
業
品
の
'.供

給

ど

て
も
间
樣
で
あ
つ

て
、
^

し
國
有
工
業
の
製
造
品
が
低
廉 

に
し

.て
品
質
庭
好
な

&
ば
，農

R.
は
社
會
主
義
に
滿

‘足
す
る
が
、若
し
然
ら
ず
ん
ば
、直
ち
に
其
呪 

咀
潘
ビ
な
る
で
あ
ら
ぅ
ソ
穀
物
供
給
の
間
題
に
於
て
政
府
當
局

“

•
ま
す
も
の
は
、

^
P

0 

村
ブ

/K
グ

ョ
フ
の
み
、で
は
な
い
0「

啻
に
ク
.ラ
ク
の
み
ル
ら
す>

 

レ
ド
一
一
ャ
ク
及
び
貧
農
も
亦 

た
•吾
々
に
穀
物
を
賣
ら
ぅ

^

し
な
か

.
つ
' た」

。
現

.に
ス
タ

y

ン
も

i

{じ
た
の
：で

.あ
' る
。

然
ら
ば
農
民
の
關
係
：す
る
に
於
て
、露
西

Is
革
命
が
成
就
し
得

/2
事
は
、果
し
て
何
で
あ
つ
た 

か
。
確
實
に
斷
言
し
得
る

Q

は
、封
建
的
諸
制
度
の
遺
物
を

一

掃
し
て
、農
：民
の

.土
地
：に

對

す

る

. 

權
.利
を

.確
保
し
た
.こ

 

'マ

」

で
あ
る
。
而
し
て
實
質
的
に
此
利
益
に
浴
す
る
も
の
は
、農
拉
中
の
比 

較
的
一
富
有

(

中
'以
■上
}な
る
：分
子
で
あ
る
。：
然
る
に
比
較
的
富
有
な
る
農
民
の
土
地
私
有
を
確
呆 

す
る
こ
ミ
は
、ス
ト
タ
イ
ビ
ン
の
改
革
の
服
目

il
す
る
所
で
あ
つ
た

§

。
革
命
後
、大
地
主
の
沂 

有
地
の
分
割
を
行
ふ
に
當
ら
て
、上
中
層
農
民
が
其
間

.利
益
を

#

ら
に
じ

.た
時
、ッ

H

レ
テ
リ
は 

憲
'法
議
會

(

一

九

一

八

年

一

月

一

に

之

を

痛

擊

し

.て
善
し

±

M
改
革
が
»
の
現
在
の
形
態
の
儘
に 

固
定
せ
ら
る

>な
ら

ば

、そ

れ

は

決

し

て

：露
.西
亜
：大
革
命
の
改
袭
で
は
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

そ
。れ 

は
比
較
：的强

.大
な
る
も

0

W
ち
.さ

な

き

だ

に

農

村

人

民

：.を
.，其
0

手
.か

に

犮

右

す

る

、彼
'.の
富
有 

な
る

&

民
に

&

つ
て
贫

®

な
る
小
農

'民
.を
困

し

め
た
、ス
ト
リ
イ
ビ
ン
の
行
業
の
反
稷
た
る
：も 

の
ド
で
あ
、ら
ぅ」

ど

謂

つ

た

箭

揭

拙

.著

七

六

五

良

0

此
批
：評

は

其

：當

時

ょ

-CV

も
今
日
に
於
，て
一
層 

適
切
な
る
こ
ぐ
し
を
覺
へ
る
ノ
デ
イ
ダ
の
如
き
も
い
ふ
。

『

新
し
き
露
_西
瓶
土
地
立
法
は
ス
ト
リ 

イ
ビ
ン
の
農
業
改
革
が
觀
に
擇
ん
だ
途
を
：踏ん

'.
で
ゐ
る

」

？ 

(

S

I

，
p 

P 

0
. 

1
2
7
)
。

而
し
て
ス 

ト

r
y
イ
ビ
ン
の
改
革
が
革
命
防
浊
の
；爲
め
に

'行
辩
れ

#

こ
在
は
、前

-

雜
べ

第
二
十
卷
：

C'̂
M
五)

勞
農
餺
西
瓿
忆
於
け
る
農
民
問
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八

革
.命

遂

行

を

期

す

々

き

勞

農

政

府

は

' *
實

上

农

革

命

敘

治

家

の

着

亊

む

た

.る
事
業
を
繼
續
し

つ

あ
る
。
益
に
其
の
特
殊
の

'困

.灘

が

存

す

る 

0

勞

M 
0
西

ss
の

法

律

は
鉍
論
明 

る(

土
地
法
笫

〗
第
二
第
二

七
條、民
法

第 

權
.が
國
家

L
LI1
;す

る

ミ
い
.
.
.
ふ

こ
ミ
.は
、程 

所
で
、英蘭
に
於
て
す
ら
所
有
ノ
地
の
全
然 

は

屈ら

.
，
ぬ。

れ

Y

土
地

;?
1

益

の
自
由
に 

ょ
く
飛

|

|
保
障
せ
ら
れ
て
ゐ
る

。
(
d
i
e
h
v

 

附

記

右

の

一

篇

は
、去
る

3£
月

十
八 

た
も
の
で

あ

る

。

は ( 興 : 五 地  

今 用 な 三 が  

P は れ 條 國  

露 幾 他 參 め  

西 多 の 照 m  

s s の 諸 ° 有 

に ± 國 然 Iこ 

於 地 丨 こ し 燼  

て 法 於 土 す  

禆 が て 地 . h 

% 示 も 丨 こ こ 

上 す 認 對 ミ  

革 m め す か  
命 リ ら る 規  

前 許 れ 最 宠  

よ さ て 高 し  

リ れ ゐ 所 て

日 - 至 任 度 ニ 文  

理 匕 り 意 と 一 上  

瑕 て の そ 笫 ± 

學 

會,

#

大
會

Iこ

於 

け 

h

m

跋 

草 

稿

iこ

加

m

し

圖

豪

議

^

f
f 
讀
|
%
義！

フ
ィ：ズィ
オ
ク
ラ

^

_

ト

の
學
說
の
出
所

瀧

本

誠

■ji ■■".ift

...る. る 

こ \ フ

イズイオクラ

1

ト

Q
；

學
說
は
今
日
の
經
濟
學
者
間

P
は
、單
に
膝
史
的
の
'檟
値
を
認
め
ら 

だ
け
の
こ

i

で
あ

0

て
、現
在
の
學
說
上
左
ま
で
重
大
の
地
，位
を
占
む
る
も
の
に
あ
ら

ざ 

，
は
勿
論
な
れ
ざ
も

-此
の
一
派
の
#
說
が
曾
て
ア
ダ
ム
：

i

ミ
ス
を
稱
し
斯
學
の
發
達
に 

多
大
の
實
献
を
爲
し
た
る
こ

i

は
.蔽
ふ
可
ら
ざ
る

.事

.實

.で
あ
る
、故
に
成
る

.j 

.

部
の
學
者
，就
.中 

佛
國
の
學
者
等
が

*

典
學
派
の
經

,«
學
は
此
の

一 .

派
の
爆
說
に
淵
源
す
る
も
の
な
り

f
云
つ 

'T
:M
る
の
は

^

す
し
も
歸
張
の
言
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
？
思
ば
る

::
0

余
の
想
る
所
で
は

K

ィ
ズ
イ
オ
ク
ラ

1

ト
の
學
說
中
主
要
の

.點

^

し

.て
、特
に
注
@
に
値
ひ
す
る 

こ

^

城
、大
略
犮
の
六
項
で
あ
る

V
:

 

:

(
1

甚
然
法
を
信
奉
し
，自
然
の

.
秩
序

S云
ふ
こ
ふ
を

®

し
た
る
こ

ビ
，

三

)

敎
育
を
重
大
視
し
、放

'
.任
主

*

を
，
高

調

し

た

る

こX
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